






















































































































































菌種 頭数 陽性数洗浄前 洗浄後
リステリア　　　　55＊
STEC　O157　　　　25＊
サルモネラ　　　　55＊
黄色ブドウ球菌　　30
0
0
0
0
0
0
0
0
＊水洗浄の5頭分を含む
表3　牛枝肉拭き取りの一般生菌数
と畜場　頭数
洗浄前後の一般生菌数
　　　の平均値
洗浄前　　　洗浄後
（cfu／cm2）　（cfu／cm2）
菌数比
A
B
C
D
N
20
10
10
10
5
　76．1
　18．8
128．2
181．6
1422．4
　75．9
　37．1
215．0
　5．7
2459．3
1．00
1．98
1．68
0．03
1．73
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表4　と畜場Dにおける洗浄前後の一般生菌数
サンプルNo．
一般生菌数（cfu／cm2）
洗浄前 洗浄後
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
31．5
107．5
12．0
368．5
93．0
600．0
194．0
59．5
217．5
132．5
3．5
2．5
5．5
4．5
27．5
3．0
0．5
0．5
1．0
8．0
　今回調査対象とした食中毒細菌については，洗浄前サン
プルで既に検出されず，洗浄後サンプルからも同様に検出
されないことから，塩素洗浄による評価はできなかった．
同様に，大腸菌群数や大腸菌数についてもほとんど検出さ
れなかったため評価はできなかった．
　一方，一般生菌数の変動については，と畜場によって異
なっている．と畜場A，B，　C，　Nでは，洗浄前サンプル
と洗浄後サンプルの平均菌数がほとんど変化していないが，
と畜場Dでは調査した10興すべてにおいて洗浄後サンプ
ルの手数が減少し，その減少率も大きい．既に，次亜塩素
酸を主成分とするクローラ水による洗浄では，洗浄が単数
の減少に結びつかないとの報告がなされている4）．塩素水
による洗浄が外数の減少に必ずしも結びつかないことを示
しているのかも知れない．しかしながら，アンケート調査
によると，水洗浄のみを行っていると畜場N以外，と畜場
A，B，　Cは塩素濃度100　ppmの塩素水を使用している．
と畜場Dの塩素濃度は50～60ppmであった．と畜場Dに
て，塩素洗浄に効果が認められた要因を特定することは困
難と考えられるが，洗浄方法，と畜場の作業環境，さらに
サンプル採取の時期などいくつかの要因が影響を及ぼし
あったものと推察される．今後，これらの因果関係を解明
することが塩素洗浄の効果を実行あるものにするために重
要と考える．
　今回調査したと畜場での一般生菌数は他県のと畜場での
検査結果に比べ高い値ではなかった5・6）．しかも，洗浄前
サンプルにおいて対象とした食中毒細菌は検出されなかっ
た．このことは，本道におけると畜場衛生管理が適切であ
ることを示しているものと考える．現在，これらの情報は
と畜場・食肉衛生検：査所に報告しており，衛生管理や衛生
指導に活用されている．
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